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ク
ロ
ー
教
授
の
講
演
行
わ
れ
る

キ
ュ
リ
ー
夫
人
の
業
績
と
生
涯

ポ
文
協
の
第
四
回
目
の
行
事
と
し
て
、

去
る
二
月
二
十
六
日
、
札
幌
国
際
交
流
ブ

ラ
ザ
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
ー
日
本
協
会
会
長
、

前
ウ
ッ
ジ
エ
科
大
学
学
長
ジ
ェ
ル
シ
ー

・

ク
ロ
ー
教
授
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
帝
政
ロ
シ
ア
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
珍

し
い
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
た
興
味
あ
る
講
演

で
し
た
。
講
演
の
後
に
は
聴
衆
か
ら
多
く

の
質
問
も
あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

【
要
旨
】

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ウ
ッ
ジ
市
に
は
、
約
二

百
五
十
人
の
会
員
を
擁
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド

ー
日
本
協
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
を
代

表
し
て
、
北
海
道
１
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協

会
の
会
長
な
ら
び
に
会
員
の
皆
さ
ん
に
挨

拶
を
お
く
り
ま
す
。

マ
リ
ア
の
誕
生

マ
リ
ア
は

一
八
六
八
年
に
当
時
帝
政
ロ

シ
ア
の
支
配
下
に
あ

っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
少
し
前
の

一

八
六
四
年

一
月
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
蜂
起

が
失
敗
に
終
わ

っ
た
た
め
、
二
年
ほ
ど
の

間
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
ニ
世
の
弾
圧
が
続
き

ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
ビ

ス
ワ
河
の
ほ
と
り
の
国
と
呼
ば
れ
、
ワ
ル

シ
ャ
ワ
は
ロ
シ
ア
の

一
地
方
都
市
に
す
ぎ

な
か
っ
た
の
で
す
。
マ
リ
ア
の
両
親
は
教

職
に
あ
り
ま
し
た
。
学
校
で
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
語
教
育
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

家
庭
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
言
語
よ
び
文
化

の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
．
こ
れ
は

一
種
の
地
下
活
動
で
す
。

国
と
し
て
独
立
し
て
い
な
い
状
況
の
も

と
で
文
化
が
栄
え
た
例
は
、
歴
史
上
少
な

く
は
あ
り
ま
せ
ん
．
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

も
そ
う
で
、
芸
術
、
文
学
、
音
楽
等
が
め

ざ
ま
し
く
発
展
し
ま
し
た
。
当
時
の
有
名

な
芸
術
家
と
し
て
は
、
バ
デ
レ
フ
ス
キ
ー
、

ヴ
イ
ニ
ア
フ
ス
キ
ー

（
作
曲
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
）
、
モ
ニ
ュ
ス
コ

（
オ
ペ
ラ

「
呪
わ

れ
た
屋
敷
」
）
、
ヘ
ン
リ
ク
セ
ン

（
ク
オ

ヴ
ァ
デ
ス
）
、
プ
ル
ス

（
作
家
、
ワ
ル
シ

ャ
ワ
の
こ
と
を
毎
日
新
間
に
書
い
た
）
、

ャ

ジ

ェ
コ
ン
ス
キ
ー

（
作
家
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

開
放
と
平
等
に
つ
い
て
論
じ
た
）
、
モ
ジ

ェ
ン
ス
カ

（
女
優
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

マ
リ
ア
は
十
歳
の
こ
ろ
に
母
親
を
失
い

ま
し
た
。
家
庭
は
貧
し
か

っ
た
の
で
す
が
、

学
校
の
成
績
は
優
秀
で
、
女
学
校
の
卒
業

時
に
は
優
等
の
金
賞
を
得
ま
し
た
。
と
く

に
理
科
に
す
ぐ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
．

科
学
者

へ
の
道

女
学
校
卒
業
後
、
農
業
博
物
館
に
勤
め

て
ボ
プ
ス
キ
ー
教
授
の
も
と
で
仕
事
を
し

ま
し
た
。
教
授
は
彼
女
の
叔
父
で
、
メ
ン

デ
レ
ー
エ
フ
の
助
手
を
し
た
こ
と
の
あ
る

人
で
し
た
。
マ
リ
ア
は
当
時
の
規
則
で
、

女
性
で
あ
る
た
め
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
に

入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彼

女
の
後
年
の
成
功
は
こ
の
人
に
負
う
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
、
彼
女
自
身
が
言

っ
て
い

ま
す
。　
一
八
九

一
年
に
は
父
と
姉
の
援
助

で
バ
リ
の
ソ
ル
ボ
ン
ス
大
学
に
入
学
し
、

物
理
と
化
学
の
免
状
を
得
ま
し
た
。　
一
八

九
六
年
に
ビ
エ
ト
ル

・
キ
ュ
リ
ー
と
結
婚

し
共
同
で
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
夫
婦
は

そ
れ
ぞ
れ
化
学
と
物
理
を
分
担
し
ま
し
た
。

一
八
九
五
年
に
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
る

エ
ッ
ク
ス
線
の
発
見
、　
一
八
九
六
年
に
は

ベ
ッ
ケ
ル
に
よ
る
ウ
ラ
ン
放
射
線
の
偶
然

に
よ
る
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
キ
ュ
リ
ー

夫
妻
は
木
造
小
屋
で
研
究
を
統
け
、
数
ト
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シ
ョ
バ
ン
音
楽
祭

ン
の
鉱
石
を
処
理
し
て
ウ
ラ
ン
よ
り
も
強

く
放
射
線
を
出
す
物
質
を
発
見
し
ま
し
た
．

す
な
わ
ち
、　
一
八
九
八
年
に
ポ
ロ
ニ
ウ
ム
、

続
い
て
ラ
ジ
ウ
ム
を
発
見
し
た
の
で
す
。

イ
レ
す
と
イ
ヴ
ォ
ン
ス
の
二
人
を
娘
を
育

て
て
、
生
活
は
苦
し
か

っ
た
の
で
す
が
、

子
育
て
と
研
究
を
両
立
さ
せ
ま
し
た
。　
一

九

ｏ
六
年
に
夫
の
ビ
エ
ー
ル
を
交
通
事
故

で
失

っ
て
か
ら
は
、
す
べ
て
が
マ
リ
ア
の

一肩
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
九

一
一
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
学
者
の

グ
ル
ー
プ
が
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
、
マ
リ
ア

を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
招
へ
い
し
よ
う
と
し
ま

し
た
が
、
彼
女
は
結
局
最
後
ま
で
バ
リ
の

実
験
室
や
助
手
を
捨
て
よ
う
と
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、　
一
九
二
四
年
に
亡

く
な
る
ま
で
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ラ
ド
ン
研

究
所
の
世
話
を
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
強

い
絆
を
保
ち
ま
し
た
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
二
度
受
賞

第

一
次
大
戦
時
に
彼
女
は
フ
ラ
ン
ス
の

市
民
権
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦
場
で

ラ
ジ
ウ
ム
を
用
い
た
救
護
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
エ
ッ
ク
ス
線
を
治
療
に
用

い
た
世
界
で
最
初
の
例
に
な
り
ま
し
た
。

彼
女
は
女
性
科
学
者
と
し
て
最
も
有
名
で

あ
り
、
約
百
の
学
会
に
属
し
、
約
二
十
の

名
誉
博
士
の
称
号
を
得
ま
し
た
。
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
友
情
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
彼
は
マ
リ
ア
を

「
謙
譲
の
人
」

と
評
し
ま
し
た
。
彼
女
は
三
度
渡
米
し
、

最
も
有
名
な
科
学
者
と
し
て
歓
待
さ
れ
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
篤
志
家
た
ち
は
、
二

十
万
ド
ル
も
す
る
ラ
ジ
ウ
ム

一
グ
ラ
ム
を

マ
リ
ア
に
送
り
ま
し
た
。

一
九
ｏ
二
年
に
ベ
ッ
ケ
ル
お
よ
び
ビ
エ

ー
ル
と
と
も
に
、
第

一
回
の
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
を
得
ま
し
た
。
ま
た

一
九

一
一
年

に
は
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
得
ま
し
た
。
女

性
で
初
め
て
の
受
賞
で
あ
り
、
ま
た
二
度

受
賞
し
た
人
は
女
性
で
は
い
ま
だ
に
彼
女

だ
け
で
す
ｏ　
一
九
三
二
年
に
は
娘
の
イ
レ

ー
ネ
が
ジ
ョ
リ
ォ
と
と
も
に
二
番
目
の
女

性
受
賞
者
と
な
り
ま
し
た
。

マ
リ
ア
は

一
九
二
四
年
に
自
血
病
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
初
め
の
こ
ろ
ば
わ
か
ら

な
か

っ
た
の
で
す
が
、
放
射
線
の
障
害
に

日
本
シ
ョ
バ
ン
協
会
北
海
道
支
部
は
，

創
立
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
次
の
よ
う

に
シ
ョ
バ
ン
音
楽
祭
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

日
時
　

一
九
八
八
年
九
月
十
三
日

（
火
）

午
後
六
時
よ
り

会
場
　
札
幌
市
民
会
館

入
場
料
　
一
一千
五
百
円

主
催
　
北
海
道
新
聞
社
、
日
本
シ
ョ
バ

ン
協
会

よ
る
も
の
で
、
後
年
に
は
指
先
の
感
覚
が

無
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
失
明
状
態
で
し
た
。

そ
れ
で
も
実
験
室
に
毎
日
出
か
け
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

入
学
生
の

一
人
が
、
ウ
ッ
ジ
エ
科
大
学
化

学
物
理
研
究
室
の
ド
ラ
ビ
ア
ル
ス
カ
教
授

で
す
。
マ
リ
ア
は
フ
ラ
ン
ス
の
学
会
に
は

あ
ま
り
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
わ
け

で
は
な
く
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
か
ら
財
政
的

な
援
助
も
受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
彼
女
は
特
許
を
人
類
の
宝
と
し
て
公

開
し
ま
し
た
。

偉
大
で
、
謙
譲
の
美
徳
を
持
ち
、
科
学

の
真
理
を
求
め
た
人
と
し
て
、
マ
リ
ア
は

今
な
お
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
人
々
か
ら
深
く
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
．

こ
の
音
楽
祭
で
は
、
日
本
シ
ョ
バ
ン
協

会
北
海
道
支
部
の
役
員
、
委
員
五
十
四
名

が
総
出
演
で
演
奏
を
行
い
ま
す
。
そ
の
中

に
は
ポ
文
協
副
会
長
遠
藤
道
子
氏

（
日
本

シ
ョ
バ
ン
協
会
道
支
部
長
）
を
は
じ
め
、

ポ
文
教
会
員
十
二
名
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

主
な
演
奏
曲
目
は
次
の
と
お
り
で
す
．

《
連
弾
》
ワ
ル
ツ
　
一
―
八
番

《
ソ
コ
》
シ
ョ
バ
ン
ー
リ
ス
ト
編
の
乙

女
の
願
い
他

《
二
台
の
ビ
ア
ノ
》
コ
ド
フ
ス
キ
ー
の

シ
ョ
バ
ン
の
エ
チ
ェ
ー
ド

《
八
台
の
ビ
ア
ノ
》
葬
送
行
進
曲
と
軍

隊
ポ
ロ
ネ
ー
ズ

最
後
の
八
台
の
ビ
ア
ノ
に
よ
る
連
弾
演

奏
は
北
海
道
で
は
は
じ
め
て
の
試
み
で
す
。

ま
た
ビ
ア
ノ
演
奏
の
合
間
に
は
、
日
本
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
北
海
道
支
部
会
員
の

出
演
に
よ
る
踊
り
も
加
わ
り
、
華
麗
な
音

楽
祭
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
　
電
話
ｏ
一
一
―
二
三

一
―
八
六
六

一

（
河
合
楽
器
北
海
道
支
社

｛内̈
）
　
）

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
が
、
昨

年
十
月
に
創
立
さ
れ
て
以
来
、
や
が
て

一

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

会
則
に
定
め
ら
れ
て
い
る
総
会
と
、　
一
週

年
を
記
念
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
、
左
記
の

よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

《
日
時
》

一
九
八
八
年
十
月
十
七
日

（
月
曜
日
）
午
後
六
時
よ
り

一

《
場
所
》
札
幌
市
中
央
区
北

一
西
二

す
み
れ
ホ
テ
ル

一

《
内
容
》
総
会
と
バ
ー
テ
ィ
ー

・　
内
容
の
詳
細
は
次
号
の
ポ
ー
レ
で
お
し

一
ら
せ
し
ま
す
。
楽
し
い
集
い
と
す
る
た
め

の
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

九
月
十
二
日
に
市
民
会
館
で
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氏名 Maciej MOZDZEl 15才   男  生う走

趣味 音楽観賞、スポーツ、レコニ ド収集、著名人サイン収集
文通言語  日本語、英語
住所  ul,Gagarina 22 m.8       93-509 ヒOd2 POLSKA

氏名 MargOrzata WOtODKIEWICZ 1958年 2月 12日 生 女 旅行社職員
興味 盆栽、お りがみ、文学 、文化
文通言語 英語
tヒ勇斤  ul,Podgorna 49 m.21      93-272 七od2 POLSKA

氏名 Barbara 」AB七ONOWSKA 23才   女   学生

興味 俳句、文化
文通言語 英語
住所  ul,sienkiewicza 6 m.15   90-113 Lodi POLSKA

4. 氏名 Urszula BARAASKA 35才 女 美術家、ポーランド日本協会お りがみ指導員
興味 お りがみ、美術、家族、日本生活
文通言語 英語
」LEF  ul,Zak:adowa 140 92・ 402 ヒld2 POLSKA

5。  氏名 Krηsztof BEDNAREK   」F  ,5  園言等:腱

興味  庭園 、日本の 日常生 活
文通言語  日本語
住所  ul,Gollbia 8 m.9 90-340 七ld2 POLSKA

6。  氏名 Kolbusz ‖AWRZYNIEC 10才   男  小 :澪
`L興味  新型 自動車・列車 、パ ソコン

文通言語  英語
tL勇斤  ul,HutOra 13 m.20        90-749 ヒod2 P01SKA

氏名 Stefan OLESIENKIEWICZ       男  年金生 7舌月蟹        、
興味 郵便切手、日本語 ´ |
文通言語 英語、ドイツ語
住所 ul,cagarina 22 m.8        93-509 七Od2 POLSKA

氏名 Alina KWIATKOWSKA 34才  女  英語教師

興味 美術、心理学、詩
文通言語 英語、少 し日本語
住所 ul,Broniewskiego 6A m.33  93-162 七Od2 POLSKA '
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一

九

八

七

年

【
十

一
月
】

十

一
月
初
め

◆
中
等
学
校
用
の
性
教
育
教
科
書

『
家
族

生
活
に
備
え
て
』
が
父
兄
、
教
会
関
係
者
、

国
民
愛
国
戦
線
の
抗
議
に
あ
っ
て
ニ
カ
月

で
回
収
さ
れ
る
。
セ
ッ
ク
ス
論
議
が
勃
発
．

改
革
派
の

『
ポ
リ
テ
ィ
カ
』
誌
は
擁
護
、

非
合
法
反
対
派
も

『
週
間
マ
ゾ
フ
シ
ェ
』

誌
な
ど
は
擁
護
、
合
法
反
対
派
の

『
週
間

普
遍
』
誌
は
沈
黙
。

十

一
月
十
五
日

◆
リ
ビ
ン
ス
キ
ら
反
体
制
派
知
識
人
が
ポ

ー
ラ
ン
ド
社
会
党

（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
を
復
活
さ

せ
る
。

十

一
月
十
九
日

◆
公
民
権
オ
ン
プ
ズ
マ
ン
に
無
党
派
の
法

学
者
エ
ヴ
ァ

・
ゥ
ェ
ン
ト
フ
ス
カ
女
史
が

任
命
さ
れ
る
。
手
続
き
問
題
を
め
ぐ

っ
て

国
会
が
紛
糾
。

十

一
月
二
十
九
日

◆
経
済
改
革

（
第

一
問
）
と
政
治
改
革

（
第
二
問
）
に
つ
い
て
の
国
民
投
票
が
行

な
わ
れ
る
。
投
票
率
は
六
十
七

・
三
二
％
、

第

一
問
賛
成
六
十
六

・
ｏ
四
％

（
有
権
者

数
の
四
十
四

。
二
八
％
）
。
第
二
問
賛
成

六
十
九

・
ｏ
三
％

（
有
権
者
数
の
四
十
六

・
二
九
％
）
法
的
に
は
賛
成
票
が
有
権
者

の
過
半
数
に
達
し
な
か

っ
た
た
め
拘
束
力

を
も
た
な
い
．
し
か
し
、
投
票
者
の
三
分

の
二
が
賛
成
で
あ

っ
た
と
い
ぅ
事
実
は
政

治
的
な
意
味
を
も
つ
。

【
十
二
月
】

十
二
月
十
五
日

◆
党
中
総
、　
一
時
失
脚
し
た
と
見
ら
れ
て

い
た
改
革
派
の
ラ
ヨ
フ
ス
キ
元
副
首
相
が

政
治
局
員
に
選
ば
れ
る
。

十
二
月
二
十
二
日

◆
新
し
い
月
刊
誌

『
対
決
』
の
創
刊
号
が

出
る
。
国
民
愛
国
戦
線
が
ス
ポ
ン
サ
ー
役
．

そ
の
目
的
は
，
最
近
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
の

「
空
自
」
を
埋
め
る
こ
と
。

十
二
月
二
十
八
日

◆
世
論
調
査
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

す

べ
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
機
関

。
組
織
の

中
で
何
を
最
も
信
頼
す
る
か
と
い
う
間
に

対
し
て
、
回
答
者
の
七
十
八
％
が
教
会
と

答
え
、
四
十
％
が
党
と
答
え
る
。

十
二
月
二
十
九
日

◆
最
高
裁
判
所
が
ポ
ペ
ウ
シ
ョ
神
父
殺
害

事
件
の
四
人
の
犯
人

（
秘
密
警
察
官
）
を

減
刑
。

十
二
月
二
十
日

◆
国
家
評
議
会
、
国
民
議
会

（
地
方
議
会
）

選
挙
法
改
正
を
提
案
。

一

九

八

八

年

【　一　日月一】

一
月

一
日

◆
公
民
権
オ
ン
プ
ズ

マ
ン
が
仕
事
を
開
始
．

一
月
だ
け
で

一
万
二
千
件

の
申
し
立

て
が

殺
到
。

一
月
七
日

◆
軽
油
不
足
が
深
刻
化
。
デ

ィ
ー
ゼ
ル
エ

ン
ジ
ン
を
使
う
運
輸
交
通
機
関
に
支
障
。

一
月
十
日

◆
ゲ
ン
シ
ャ
ー
西
独
外
相
来
訪

（
―

一
月

十
三
日
）
。

一
月
十
三
日

◆
労
組
全
国
協
議
会
、
政
府
の
所
得
価
格

政
策
に
反
対
を
声
明
．

一
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
、

◆
ポ
リ
テ
ィ
カ
誌
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
教

授
で

『
連
帯
』
史
の
著
者
イ
ェ
ー
ジ

・
ホ

ル
ツ
ェ
ル
の
政
府
と
反
対
派
の
和
解
と
協

力
を
訴
え
た
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
と
ヮ
レ
サ
宛

公
開
状
を
公
表
。

一
月
二
十
日

◆
政
府
は
労
組
の
要
求
に
歩
み
寄

っ
て
、

イ
ン
フ
レ
手
当
と
し
て
二
月

一
日
か
ら
六

・千
ズ
ロ
チ
の

一
律
賃
上
げ

（
当
初
案
で
は
，

・千
七
百
五
十
ズ
ロ
チ
）
、
三
千
二
百
ズ
ロ

チ
の
年
金
引
き
上
げ

（
当
初
案
で
は
二
千

八
百
ズ
ロ
チ
）
を
発
表
。
ち
な
み
に

一
九

一八
七
年
末
の
平
均
賃
金
二
万
九
千
二
百
ズ

ロ
チ
、
平
均
年
金

一
万
七
千
ズ
ロ
チ

（
引

き
上
げ
率
は
い
ず
れ
も
約
二
十

一
％
）

一
月
二
十
二
日

◆
グ
レ
ン
プ
首
座
大
司
教
が
ロ
シ
ア

・
キ

リ
ス
ト
教
受
洗

一
千
年
記
念
式
に
出
席
す

る
た
め
ソ
連
を
訪
問
す
る
予
定
と
発
表
。

一
月
二
十
日

◆
政
府
、
値
上
げ
を
発
表
。
二
月

一
日
か

ら
食
料
品
四
十
％

（
十

一
月
十
四
日
の
当

初
案
で
は
百
十
％
）
、
ガ
ソ
リ
ン
六
十
％

（
当
初
案
で
は
二
百
％
）
、
軽
油
百
％
、

運
賃
五
十
％
、
家
賃
五
十
％

（
当
初
案
で

は
二
百
％
）
、
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ゼ
視
聴
料

七
十
五
％
、
そ
れ
ぞ
れ
値
上
げ
．
二
月

一

日
か
ら
保
育
園

・
幼
稚
園
料
金
、
四
月

一

日
か
ら
石
炭
二
百
％
、
ガ
ス
、
電
気
代
、

暖
房
料
金
百
％
値
上
げ
。
平
均
的
に
二
十

六
％
の
値
上
げ
．
た
だ
し
こ
れ
は
中
央
で

決
め
ら
れ
る
価
格
だ
け
の
平
均
で
あ

っ
て
、

ア
ル
コ
ー
ル

・
タ
バ
コ
、
自
由
価
格
、
間

市
場
価
格
は
含
ま
れ
な
い
。

【
一
一日
月
】

二
月
十

一
―
十
二
日

◆
国
会
、
国
民
投
票
の
結
果
を
考
慮
し
て

経
済
改
革
第
二
段
階
実
現
綱
領
を
修
正
可

決
．

-4-



二
月
十
四
日

◆
新
社
会
党
が
分
裂
。
議
長
リ
プ
ス
キ
は

警
察
の
手
先
が
浸
透
し
た
と
発
表
。

二
月
十
五
日

◆
バ
チ
カ
ン
で
政
府
代
表
、
司
教
会
議
、

バ
チ
カ
ン
が
外
交
関
係
回
復
交
渉
を
再
開

（
教
会
関
係
者
、
年
内
に
も
可
能
と
予
測
）

二
月
十
八
日

◆
政
府
報
道
官
ウ
ル
バ
ン
ヽ
二
月
事
件

（
一
九
六
八
年
の
知
識
人
弾
圧
事
件
）
の

公
式
の
再
評
価
を
含
ん
だ
文
書
を
近
く
発

表
す
る
と
言
明
．

二
月
二
十
日

◆
ロ
ツ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
援
助
で
農
業

開
発
基
金
が
発
足
。

二
月
二
十
八
日

◆
ポ
ー
ラ
ン
ド
農
民
党

（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
復
活

の
た
め
の
集
会
が
警
察
に
よ

っ
て
解
散
さ

せ
ら
れ
る
。

【
〓
一日
月
】

二
月

一
日

◆
政
府
機
関
紙

『
ジ
ェ
チ
ポ
ス
ポ
リ
タ
』

元
記
者
、
Ｍ

・
ダ
ス
テ
ィ
フ
、
Ｔ

ｏ
ポ
ド

ヴ
ィ
ソ
ツ
キ
が
日
本
商
社
に
情
報
を
売
渡

し
て
い
た
と
い
う
理
由
で
、
そ
れ
ぞ
れ
八

年
、
十
八
ヵ
月
の
刑
を
言
渡
さ
れ
る
。

◆
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
配
給
カ
ー
ド
制
廃
止
。

配
給
カ
ー
ド
制
が
残
る
の
は
肉
、
肉
製
品
、

ガ
ソ
リ
ン
だ
け
と
な
る
。

二
月
二
日

◆

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
式
の
身
分
証
明
書
制
度

が
導
入
さ
れ
る
。

二
月
八
日

◆
二
月
事
件
二
十
周
年
記
念
日
、
各
地
で

行
事
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
前
後
に
新
聞

雑
誌
に
回
想
録
な
ど
が
発
表
さ
れ
る
。

◆
五
十
九
人
の
知
識
人
、
反
体
制
運
動
家
、

「
連
帯
」
活
動
家

（
ワ
レ
サ
を
含
む
）
が

ソ
連
の
芸
術
家
、
学
者
に
カ
テ
ィ
ン
事
件

に
つ
い
て

「
公
の
」
態
度
を
と
る
よ
う
よ

び
か
け
る
。

二
月
十
日

◆
国
会
で
、
無
党
派
の
議
員
Ｒ

ｏ
ベ
ン
デ

ル
が
カ
テ
ィ
ン
事
件
の
解
明
を
求
め
る
爆

弾
演
説
を
行
な
う
‥

「
本
院
に
お
い
て
カ

テ
ィ
ン
と
い
う
言
葉
が
発
せ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
の
名
誉

が
、
先
の
戦
争
に
お
け
る
そ
の
苦
難
の
歴

史
が
こ
れ
を
求
め
て
い
る
。
」
ま
た
、
東

独
の

一
方
的
な
ポ
モ
ー
ジ

ェ
湾
領
海
宣
言

に
つ
い
て
、
西
独
が
沈
黙
し
て
い
る
の
は

汎
ゲ
ル
マ
ン
主
義
だ
と
非
難
。

◆
統

一
労
働
者
党
の
議
員
で
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
＝
ソ
連
歴
史
家
混
合
委
員
会
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
側
代
表
Ｊ

。
マ
チ
シ
ェ
フ
ス
キ
は
、

ベ
ン
デ
ル
の
発
言
に
関
連
し
て
混
合
委
員

会
の
作
業
の
進
捗
状
況
を
報
告
。

◆
国
会
、
地
方
選
挙
法
改
正
案
を
可
決
．

投
票
の
自
由
と
秘
密
を
保
障
、
選
挙
民
の

選
択
権
を
拡
大

（
一
議
席
に
二
人
ま
で
の

立
候
補
が
可
能
、
た
だ
し
競
争
は
同

一
政

党
の
候
補
者
間
で
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
政

党
間
の
議
席
比
率
も
事
前
の
取
り
決
め
に

′基
づ
く
）
。

二
月
二
十

一
日

◆
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
、
統

一
農
民
党
大
会
で

の
演
説
で
、
第

一
・
四
半
期
以
後
も
イ
ン

フ
レ
傾
向
が
続
ぐ
よ
う
で
あ
れ
ば
、
政
府

に
時
限
的
に
経
済
改
革
を
実
施
す
る
た
め

の
非
常
全
権
を
与
え
る
法
律
を
上
程
す
る

と
述
べ
る
。

二
月
二
十
四
日

◆
同
性
愛
者
が
団
体
登
録
を
申
請
。
規
定

の
ニ
カ
月
が
経

っ
て
も
当
局
の
回
答
な
し
．

教
会
が
反
対
？

【
四
月
】

四
月
初
め

◆
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
バ
ン
類
が
不
足
。
メ
ス

ネ
ル
首
相
が
四
月
十

一
日
に
調
査
を
命
令

す
る
。
消
費
組
合
と
製
バ
ン
組
合
に
責
任

有
り
と
の
結
論
。
責
任
者
に
対
し
て
党
の

処
罰
を
行
な
う
。

四
月
十

一
日

◆
政
府
、
現
在
の
中
央
銀
行
の
各
地
方
支

店
十
を
独
立
さ
せ
る
銀
行
制
度
改
革
案
を

提
出
。

四
月
十
四
日

◆
作
家
Ｓ

・
Ｉ

・
ヴ
ィ
ト
ケ
ヴ
ィ
チ
の
遺

体
が
四
十
九
年
ぶ
り
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
村

ヴ
ェ
ル
ケ

・
エ
ジ
ョ
ロ
か
ら
ザ
コ
バ
ネ
の

母
の
墓
地
に
移
さ
れ
、
埋
葬
さ
れ
る
。

四
月
二
十
六
日

◆
ノ
ヴ
ァ

・
フ
タ
の
レ
ー
ニ
ン
製
鉄
所
で

占
拠
ス
ト
．
労
働
評
価
の
五
十
％
引
き
上

げ
．
イ
ン
フ
レ
手
当
を

一
万
二
千
ズ
ロ
チ
，

に
引
き
上
げ
、
勤
続
手
当
、
損
害
手
当
、

賃
金
イ
ン
フ
レ
運
動
制
、
四
人
の
解
雇
事

務
員
の
職
場
復
帰
な
ど
を
要
求
。
カ
ト
リ

ッ
ク
の
神
父
も
駆
け
つ
け
る
。
ス
タ
ロ
ヴ

ァ

・
ヴ
ォ
ラ
の
軍
需
工
場
、
ビ
ド
ゴ
シ
チ

の
市
交
通
機
関
に
波
及
。

◆
政
府
、
時
限
的
に
サ
ド
フ
ス
キ
副
首
相

（
非
党
員
）
に
経
済
運
営
の
全
権
の
委
ね

る
経
済
非
常
全
権
法
を
上
程
．

四
月
二
十
日

◆
サ
ド
フ
ス
キ
副
首
相
、
ワ
レ
サ
に
会
談

呼
び
か
け
。
ワ
レ
サ
拒
否
．

｛
五
月
】

五
月

一
日

◆
メ
ー
デ
ー
集
会
で
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
演
説

‥

「
国
民
の
疲
労
に
つ
け
込
ま
せ
て
は
な

ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
反
改
革
勢
力
、
保

守
勢
力
の
抵
抗
の
前
に
も
、
冒
険
主
義
的
、

破
壊
主
義
的
勢
力
の
圧
力
の
前
に
も
屈
し

な
い
」

◆
反
政
府
デ
モ
の
参
加
者
、　
一
万
三
千
人
．

ワ
レ
サ
演
説

「
ノ
ヴ
ァ

ｏ
フ
タ
に
連
帯
せ

よ
、
自
分
は
諸
君
の
先
頭
に
た

っ
て
戦
う
」

五
月
二
日

◆
グ
ダ
ン
ス
ク
の
レ
ー
ニ
ン
造
船
所
で
占

拠
ス
ト
。
要
求
事
項
‥
①

一
万
五
千
１
二

万
ズ
ロ
チ
賃
金
引
き
上
げ
、
②

「
連
帯
」

復
活
、
③
す
べ
て
の
政
治
犯
の
釈
放
、
④

政
治
的
理
由
で
解
雇
さ
れ
た
者
の
職
場
復

帰
、
⑤
ス
ト
委
員
会
の
メ
ン
パ
ー
、
ス
ト
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労
働
者
の
懲
罰
免
除
．
参
加
者
の
大
多
数

は
二
十
代
の
著
者

◆
夜
に
入

っ
て
ワ
レ
サ
が
レ
ー
ニ
ン
造
船

所
に
駆
け
つ
け
る
。
し
か
し
、
ワ
レ
サ
は

必
ず
し
も
ス
ト
に
賛
成
で
は
な
か
っ
た
．

反
体
制
派
の
知
識
人
ミ
フ
ニ
ク
は
フ
ラ
ン

ス
誌
に

「
『
連
帯
』
は
ゼ
ネ
ス
ト
を
呼
び

か
け
な
い
。
ソ
連
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
も
影
響
を
も
つ
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
漸
進
的
変
化
の
可
能
性
が

あ
る
時
に
は
革
命
は
や
ら
な
い
も
の
だ
」

と
語
る
。

五
月
二
日

◆
グ
レ
ン
プ
首
座
大
司
教
の
説
教
‥

「
経

済
は
自
ら
の
法
則
を
も

っ
て
い
る
。
理
性

的
な
人
々
は
ソ
ロ
モ
ン
み
た
い
な
人
が
空

っ
ぼ
の
瓶
か
ら
水
を
く
み
出
す
の
を
待
た

な
い
も
の
だ
」
。

五
月
四
日

◆
警
察
が
四
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
の
夜

に
ノ
ヴ
ァ
フ
タ
の
レ
ー
ニ
ン
製
鉄
所
の
ス

ト
労
働
者
を
排
除
．
抵
抗
な
く
、
実
力
行

動
は
十
数
分
で
終
了
．
警
察
は
グ
ダ
ン
ス

ク
の
レ
ー
ニ
ン
造
船
所
も
包
囲
。

五
月
五
日

◆
元

「
連
帯
」
顧
問
マ
ゾ
ヴ
ェ
ツ
キ
が
レ

ー
ニ
ン
造
船
所
に
駆
け
つ
け
、
ス
ト
中
止

を
説
得
．

◆
ワ
ル
シ
■
ワ
大
学
で
占
拠
ス
ト
、
正
門

に

「
ビ
ウ
ス
ツ
キ
名
称
大
学
」
の
弾
幕
が

か
か
る
．
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
大
学
、
ク
ラ
ク
フ

の
ヤ
ゲ
ロ
ニ
ア
大
学
で
も
ス
ト
．

五
月
六
日

◆
党
政
治
局
員
ラ
コ
フ
ス
キ
に
よ
れ
ば
、

今
年
の
第

一
・
四
半
期
に
価
格
上
昇
が
四

十
五
％
に
と
ど
ま

っ
た
の
に
対
し
て
、
金

銭
所
得
は
六
十
％
に
達
し
た
。

五
月
十

一
日

◆
夕
刻
、
労
働
者
が
自
発
的
に
退
去
し
て

レ
ー
ニ
ン
造
船
所
の
ス
ト
終
了
。

五
月
十

一
日

◆
国
会
、
経
済
非
常
全
権
法
を
可
決
。

◆
ソ
連
誌

『
文
学
新
聞
』
が

「
歴
史
の
空

自
」
に
つ
い
て
の
ソ
連
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

歴
史
家
の
円
卓
会
議
議
事
録
を
発
表
。

五
月
二
十
八
日
　
　
　
　
　
　
・

◆
モ
ス
ク
ワ
放
送
が
カ
テ
ィ
ン
の
犠
牲
者

は
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
で
は
な
く
ソ
連
の
行
為

者
の
弾
丸
で
殺
さ
れ
た
と
報
道
．
ウ
ル
バ

ン
報
道
官
に
よ
れ
ば
、
カ
テ
ィ
ン
は
最
近

ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
訪
問
者
、
と
く
に
カ

テ
ィ
ン
で
殺
さ
れ
た
将
校
の
家
族
に
開
放

さ
れ
た
。

五
月
二
十
日

◆
政
府
、
国
有
、
組
合
有
、
私
有
の
別
な

く
す
べ
て
の
企
業
の
自
由
と
平
等
を
保
障

す
る
経
済
業
務
法

（
「
経
済
の
憲
法
」
）

を
上
程
。

【
六
月
】

六
月
十
二
日

◆
党
中
総

（
六
月
十
三
日
ま
で
）
、
パ
リ

ワ
ら
保
守
派
書
記
局
員
を
更
迭
、
ラ
コ
フ

ス
キ
、
バ
カ
、
オ
ジ

ェ
ホ
フ
ス
キ
ら
改
革

派
を
書
記
局
に
選
出
．

六
月
十
九
日

◆
新
し
い
選
挙
法
に
基
づ
い
て
地
方
選
挙

が
実
施
さ
れ
る
。
試
行
的
に
約

一
千
の
選

挙
区
で
異
な

っ
た
政
党
間
の
競
争
が
許
さ

れ
、
約
七
百
の
選
挙
区
で
反
対
派
の
立
候

補
が
許
さ
れ
た
。
五
日
前
の
世
論
調
査
に

よ
れ
ば
少
な
く
と
も
六
十
１
六
十
三
％
の

投
票
率
が
見
込
め
る
は
ず
で
あ

っ
た
が
、

県
レ
ヴ
ェ
ル
で
五
十
五

・
ｏ
一
％
に
と
ど

ま

っ
た
。
郡
部
で
は
や
や
高
か

っ
た
が
、

都
市
部
で
は
極
端
に
低
か
っ
た
。
ワ
ル
シ

ャ
ワ
の
四
十
九

・
二
％
は
高
い
方
で
、
シ

チ

ェ
チ
ン
で
は
二
十
七

・
五
％
、
ポ
ズ
ナ

ン
で
は
三
十
五

・
四
％
、
グ
ダ
ン
ス
ク
で

は
二
十
七

・
五
％
で
あ
っ
た
。
政
府
ス
ポ

ー
ク
ス
マ
ン
は
、
値
上
げ
な
ど
経
済
情
勢

の
影
響
を
指
摘
、
次
回
の
国
会
選
挙
の
際

に
は

一
層
の
選
挙
法
改
正
が
あ
る
だ
ろ
う

と
予
告
。

六
月
二
十
二
日

◆
ソ
連
誌

『
文
学
新
聞
』
が
ソ
連
を
訪
問

し
た
グ
レ
ン
プ
首
座
大
司
教
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
掲
載
．
グ
レ
ン
プ
は
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
が
い
つ
も
国
民
と
と
も
に
歩
ん
で
き

た
こ
と
、
カ
テ
ィ
ン
事
件
の
解
明
が
両
国

関
係
改
善
の
た
め
に
不
可
欠
な
こ
と
な
ど

を
強
調
．

六
月
二
十
四
日

◆
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
で
開
か
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド

＝
東
独
青
年
友
好
祭
に
東
独
議
長
ホ
ネ
カ

ー
が
来
訪
、
両
国
首
脳
会
談
が
開
か
れ
た

が
、
ポ
モ
ー
ジ
ェ
湾
の
領
海
紛
争
に
つ
い

て
は
決
着
が
つ
か
な
か

っ
た
．

【
七
月
】

七
月

一
日

◆
政
府
機
関
紙
、
カ
テ
ィ
ン
で
殺
さ
れ
た

旧
軍
将
校
の
八
十
三
才
に
な
る
未
亡
人
が

現
地
訪
間
を
許
さ
れ
た
模
様
を
報
道
。

七
月
十
二
―
十
六
日

◆
ソ
連
共
産
党
書
記
長
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
．
各
地
で
大
歓
迎
を
受

け
る
。
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
が
歓
迎
の
挨
拶
で

「
こ
の
国
で
率
直
な
共
感
と
本
物
の
人
気

を
得
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
あ
な
た
は

そ
れ
に
成
功
し
た
」
と
述
べ
る
。

「
連
帯
」

運
動
発
祥
地
の

一
つ
、
シ
チ
ェ
チ
ン
を
訪

れ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は

「
わ
れ
わ
れ
は
ベ

レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
や

っ
て
い
る
今
、
諸
君

の
経
験
に
多
く
の
有
益
な
こ
と
が
あ
る
こ

と
に
気
が
つ
い
た
」
と
語
る
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
知
識
人
と
の
対
話
集
会
に
出
席
し
、
プ

レ
ジ
ネ
フ
ｒ
ド
ク
ト
リ
ン
の
否
定
な
ど
を

求
め
る
声
に
耳
を
傾
け
る
。
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